
●優れた予防効果と残効性を有します。

●緑かび病、青かび病に優れた効果を示します。

●「収穫前日まで」使用できます。

●他剤との作用機構が異なるため、各種耐性菌にも有効です。

特長特長

 かんきつの
貯蔵病害・

果実腐敗防除に!

 かんきつの
貯蔵病害・

果実腐敗防除に!

青かび病青かび病

緑かび病緑かび病

®は日本曹達株式会社の登録商標です。



農林水産省登録　第18821号
有効成分：イミノクタジンアルベシル酸塩・・・40.0%

人畜毒性：普通物
　　　　    （毒劇物に該当しないものを指していう通称）
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殺菌剤分類 M7
かんきつの
貯蔵病害防除に
■適用病害と使用方法（抜粋）

作物名

みかん

かんきつ
（みかんを除く）

適用病害名 希釈倍数（倍） 使用液量
（ℓ/10a） 使用時期

収穫前日まで

本剤の
使用回数

イミノクタジンを含む
農薬の総使用回数 使用方法

2,000

1,000～
2,000

散布

3回以内3回以内

2回以内2回以内

200～700

■試験成績
2023年 熊本県農業研究センター果樹研究所 2024年 和歌山県植物防疫協会・和歌山果樹試験場緑かび病

ベルクート水和剤
2,000倍

対照A剤
2,000倍

無処理

100

80

60

40

20

0
ベルクート水和剤
2,000倍

対照B剤
2,000倍

無処理

青かび病

4.0 2.7

28.7

86.0
90.7

5.3 9.3

47.3

88.8
80.3

防除価発病果率（％） 防除価累積発病果率（％）

そうか病
灰色かび病
貯蔵病害（青かび病）
貯蔵病害（緑かび病）

そうか病
灰色かび病
貯蔵病害（青かび病）
貯蔵病害（緑かび病）

●発生状況：中発生（接種）
●品種：興津早生 29年生 露地栽培
●区制：1区1樹 3反復
●処理：11/8
●収穫・調査：11/29（散布21日後）に果実を収穫し、1区あたり50果をハーフコン
テナに並べて青かび病菌を接種。12/9,16の発病果数を計数し、累積発病果率
を算出。

●発生状況：中発生（接種）
●品種：肥のあすか 14年生 露地栽培
●区制：1区1樹 3反復
●処理：11/7
●収穫・調査：11/13（散布6日後）に1樹あたり50果を収穫し、付傷処理後一果実
ずつ小型のポリ袋に入れ貯蔵。11/17,20,24,27（収穫14日後）までの発病果
数を計数し、発病果率と防除価を算出。

●使用前にはラベルをよく読んでください。　●ラベルの記載以外には使用しないでください。　●本剤は小児の手の届く所には置かないでください。

　  効果・薬害などの注意（抜粋）
●使用量に合わせ薬液を調製し、速やかに使いきってく
ださい。 
●本剤はイミノクタジンを含む農薬であるので、他の
イミノクタジンを含む農薬の使用回数と合わせ、作物
ごとの総使用回数の範囲内で使用してください。
●蚕に対して毒性があるので、桑にかからないように
注意して散布してください。
●散布量は対象作物の生育段階、栽培形態及び散布
方法に合わせ調節してください。
●使用に当たっては、使用量、使用時期、使用方法を
誤らないように注意し、特に初めて使用する場合は、
病害虫防除所等関係機関の指導を受けるようにして
ください。
●適用作物群に属する作物又はその新品種に初めて
本剤を使用する場合は、使用者の責任において事前に
薬害の有無を十分確認してから使用してください。

　なお、病害虫防除所等関係機関の指導を受けるように
してください。

　　安全使用上の注意（抜粋）
●誤飲、誤食などのないよう注意してください。誤って飲
み込んだ場合には吐き出させ、直ちに医師の手当を受
けさせてください。本剤使用中に身体に異常を感じた
場合には直ちに医師の手当を受けてください。
●眼に対して強い刺激性があるので眼に入らないよう
注意してください。眼に入った場合には直ちに十分に
水洗し、眼科医の手当を受けてください。
●使用の際は保護眼鏡、農薬用マスク、不浸透性手袋、
長ズボン・長袖の作業衣などを着用してください。
作業後は手足、顔などを石けんでよく洗い、洗眼・
うがいをしてください。

水産動植物への影響：水産動植物（藻類）に影響を及ぼ
すおそれがあるので、河川、養殖池等に飛散、流入しな
いよう注意して使用してください。
無人航空機による散布で使用する場合は、飛散しない
よう特に注意してください。使用残りの薬液が生じない
ように調製を行い、使いきってください。散布器具及び
容器の洗浄水は、河川等に流さないでください。また、
空容器、空袋等は水産動植物に影響を与えないよう
適切に処理してください。
保管：密封し、直射日光をさけ、食品と区別して、小児の
手の届かない冷涼・乾燥した場所に保管してください。

※本資料は2025年12月現在の登録内容に基づいています。 2563（26-1）

詳しい使い方、
登録内容とSDSは  
こちらから。 


